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1. はじめに
1970年代以降， 地域方言研究から社会方宙研究へと関心が移っていく中， とりわけ
若年層世代に見られる雷語変化が注目されるようになっていった。 中でも「共通話化J
という這・語変化は， 池波ごとにその機相lま異なるものの， 全国各地において若年層世
代に顕著に見られ， これまで多くの調査研究が行われてきた。 そして， 共通話化が全
国に浸透した今， 共通路と地域方言あるいは地域方言同士の綾触による言語変化や.
それに伴う新しい省総変種の誕生とその地滅的拡散に関する研究など， 日本語の社会
言語学的研究は新しい視点からさまざまな取り組みが行われている。
若年層世代の言認使用に関心が高まる中， 若者集団の問で用いられる特徴的な語.
いわゆる 「若者語」にも注目が集まるようになり， 彼らのことばを集めた「若者こと
ば辞典」や， 若者世代である大学生が大学キャンパス内で用いる絡を集めた「キャン
パスことば辞典」が多数編纂された。ここでは， これまでに編纂されたこれらの辞典・
持議集に見られる特徴から， これまで行われてきたキャンパスことば研究を概観し，
これからの研究の方向性について考えてみたい。
2. キャンパスことば研究概観
2.1. rキャンパスことば」の萱場
本績の表題にもある「キャンパスことば」という用語は， 近年， 研究者の問で広く
認知 されてきた諾ではあるが， まだあまり一般には知られていない。 この諾が登場し
たのはおそらく1980年代に入った頃で， 例え'!， 1981年発行の町1 民と文化J 6 (横
浜市教育文化センター)所収のコラムのタイトルに 「キャンパス面禁」という誇を見
ることができる(以下参照， t在者下線)。 ここには， 首都圏にある大学で聞かれる流
。，'Eム
行語やキャンパス内で使われる大学生用語などが紹介されている。
「神奈川大学における流行言葉J ( 神祭川大学)
「現代女子大生流行語いろはJ (観見大学)
「ハマのキャンパス当今話しことばあれこれJ (慶応義盤大学)
「キャンパス言奨あれこれJ (フェリス女学院大学)
「キャンパス内の会話雑記J (横浜国立大学)
「キャンパス話しことばあれこれJ (綴浜市立大学)
(r市民と文化.J 6 ( 1 981) より)
このほか， 198 4年に越野一汀氏によって脅かれた「みんなで喋れば怖くないーキャ
ンパスことばの今昔一J r国文学 解釈と銭賞J 49-3 (至文堂) にも 「キャンパスこ
とItJの諾を見ることができる。
「キャンパスことば」が登場した1980年代は. 若者のことばについての論考が数多
く脅かれた時期でもある。例えば， 1980年発行のr言語生活J 3 4 3  (筑摩書房)では「若
者の言語空間」という特集が組まれ， 「若者たちとことば」と題する座談会の様子や，
若者ことばや若者の言語意識に関する論考が絞る。 また， 同年発行の月刊r言語JJ 9寸
(1980， 大修館幸子応)には， 稲垣吉彦氏が「最近若者語準備」と題し， 最近の若者に
見られる特徴的な語や用法について述べている。「新方言」の研究で知られる井上史
雄氏も， この時期に若者のことばに関する調査結果を数多く発表した。
2.2. rキャンパスことliJ研究の広まり
若者たちのことばへの関心は， 1980年代の末あたりから1 990年代にかけていっそう
高まった。 この時期， 大学生をはじめとする若者ーたちのことばを集めた辞典や話集集
が数多く編纂され， それに関する論考も多く発表された。 また， 月刊r言語JJ (大修
館審庖)や月刊r日本語学Ji (明治書院)では以下のようなコラムが連載されたり特
集号が組まれるなど， この時期にまとめられた辞典 ・語集集および執筆された諸論考
は， 若者諾・ キャンパスことば研究の一大ブームを巻き起こした。 つまり， 「キャン
パスことば」研究は若者のことばへの関心のおまりの中で生まれ， 若者語研究のーっ
として次第に広がっていったのである。
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(ω1υ) 米川明彦 (19ω91 一1 9的92幻) rすきやねん若者者.語辞典1-12むJ Ir言
(2幻) 吉岡泰夫(199位2一19ω93め)rおもしれ 一けん若1者者E雪-語イノベ一シヨン1-12白J r言諮』
21 -5-22-4 
(3) 永瀬治郎(1994-1995).rキャンパスことば全国分布図1-12Jr言語JJ 23 -5-24-4 
(4)米川明彦 (1994-1995) r連載 若者語の世界1-14J Ir日本語学J 13-12-1 4-13 
(5) 特集「若い 女性のことはかJ r日本語学JJ 13-1 0  (1994) 
永瀬治郎「女子大学生のキャンパスことばの全国分布J
小矢野哲夫「女子大学生のキャンパスことばJ
高山 勉「女子高校生のキャンパスことば」
米川明彦「若い女性のことばの心理的・社会的背最」
表1をご覧いただきたい。 ここには， これまで編纂された辞典・語ゑ集のうち， あ
る程度の語数を有し， 比較的まとまりのあるものを挙げ， タイトjレ名i発表形態， 縁
者名 (あるいは著者名). 発行年のほか， データの主な収集;場所および地域を示した。
なお， ここに挙げた辞典・諾梨集のタイトルは， 「若者語辞典Jr学生用語集J rキャ
ンパスことば辞典」などさまざまであるが， 収載の対象となっているのは， そのほと
んどが， 主に大学キャンパス内におい て大学生の聞で用い られ ている語である。 そこ
でここではこれ らを一括し， 表にまとめて示すこととした。
{表1 :キャンパスことi北海典リスト]
タイトル ・ 発表形態 車両・著者 発行年 主な収集場所 地域
現代る:者コトパ辞典:この-f冊でワカ 日 本ジTーナリ1!Uii 緒聖子健治 1988 
: 
: 
':'
'':'，
.，
..:.
' 
i1'iUm 
モノの思想がわかる λ ト専門学校
東京都立高島〈資料〉若者こと(;r.隠E吾首字典 論文 鈴木千宙子 1988 首都圏一一 高校
専修大学キャンパス言葉事典(第1-
5版)
キャンパス用詩集(第]-8版)
甲南大学キャンパスことば緋典
驚呉の若者コトパ事典
冊子 永糧自 治郎 J989- 専修大学
冊子 高山 勉 199J-
冊子'Web 都殺 芭也 1992 甲南大学
首都鴎
近銭
近畿
E普絡 加藤 主税 椙 山女学閥大J993 :: 中部二子
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すきやねん若者誇辞典:梅花女子大生
のこと1;1:'
冊子 米川 明ft
女子大生用絡の1基礎知織 1993年版 冊子'Web 小矢野哲夫 1993 金閣短期大学 返自民
1993 梅花女子大学 近畿
キャンパス言葉の研究(1) ・ICUキャ
ンパス言葉資料
外大語辞典. .大阪外国籍大学学生用語 大阪外図書E大冊子'Web 小矢野管失 1994 、 近銭
集 J994年版
国際基督教大1995
学
首都鋼
天理大学キャンパス言葉
富山国際大学キャンパ ス言紫綬典
1995年版
岐阜大学キャンパスこと11一覧(稿末) 論文
早稲田大学キャンパス富手露首幸典
若者ことば辞典
首者官邸女子大生のキャンパスこと11:
横浜・ フェリス女学院大学1998
f寄玉大学学生用詩集
'99岐阜大学キャンパスことば一党
{稿家)
仙台電波高専 学生用紙袋
岡大生の言語生活1 岡大キャンパス
ことl王者属
劉母!�左大祭キャンパス言1単線典
神戸学院大学人文学部キャンパス言葉
辞典
現代キャンパスことI!辞典:岡山大学
綴
論文 藤本 泉
冊子 山崎 窓
前回 均 1995 天理大学
1996 富山図際大学 中都
冊子
馬瀬 良雄
中東 1書窓
小西 優谷
給文 近畿
洞t草 {申 1996 岐阜大学
論文 I開i畢{中
中部
早稲回大学文学
Web �_:': =:.: ;_:� _:" 1997 早稲田大学 首都圏都国語学研究班
音色:t 武団 指
型F絡 ;jと川 明彦 1997 梅花女子大学 近銭
フェリス女学1998 首都鴎
院大学
論文 脊木 勝彦 1998 r，奇玉大学
冊子 中東 錆I!I.
首都鴎
2000 岐阜大学 中部
仙台電波工業
2000 東北
高等尊門学校
2001 岡山大学 中風
Web 野田 春美
図星島院大是非CD-ROM ::;;:
�
� ; �
;，.. 
2001 創製院大祭 嘗都翻
方言研究z
'，!}絡 中東 f育恵
2001 神戸学院大学 近畿
2002 関山大学 中国
nu nL 
これらの辞典・路案集は， 論文稿末に付されたものや冊子体 (私家版). 番籍とし
て公刊されたもののほか. Web上での公開など， 公開方法はさまざまである。 また，
縦・著者にはどちらかというと女性よりも男性のほうが多い。 そして出版年を見ると.
1980年代末以降1990年代にかけて毎年のように編纂されていることが分かる。 中には，
永瀬氏による『専修大学キャンパス雪禁事典』や， 高山氏によるFキャンパス用結集』
のように， 継続して改訂版が出されているものもある。
主な収集場所・地減には首都閤， 近畿地方が圧倒的に多く， それ以外の地繊のもの
は数少ない。 詩集の収集作業は主に大学で行われることが多いため， それぞれの地主主
に存在する大学の数を考えば首都圏， 近畿に集中することは至極当然とも言えるが，
これだけ多くの辞典・言語索集が出揃った今， やはり地方大学におけるキャンパスこと
ばが収集・記録され， 辞書・諾議集としてもっと多く編纂されることが望まれる。 首
都圏や近畿の大学生に使用される路がその他地方の大学生においても使用されている
のか， あるいはその地減独特の鴨緑や用法があるのか， また首都聞や近自民地方からの
彬響があるのかどうかなど， 社会曾際学的見地からも地方におけるキャンパスことば
を鈎査し その現状を把握する必要があるω。
3. rキャンパスことt;fJの定義をめぐって
「キャンパスことば」という用語が登場してから20年が過ぎた。現在まで多くの「キャ
ンパスことば辞典」がまとめられ. それらに関する給考も数多く密かれた。 しかし，
これらの中で使用されている 「キャンパスことば」の定義は一定しておらず， ただ漠
然と「大学生が大学:キャンパスで用いる特徴的なことlむという点では一応の共通偲
織があると恩われるが， 細部にわたっては編・事著者によりまちまちである。
例えば， 永瀬氏によるr専修大学キャンパス言葉事典』では， 会図の大学生に共通
して使われるような語・から大学内で広〈用いられている語のほか， ごく僅かな個人に
しか用いられていない誇， また， ある特定のサークJレやクラブ内でしか用いられない
ような語まで含まれ， 採録の対象となる語はかなり広範にわたる。 しかし， これとは
対照的に， 早稲剖大学文学部因語学研究班による「早稲田大学キャンパス言葉辞典J
では， 大学外では通用しない， 成いは通用しにくいと判断される跨を対象としている
ため. 採録詩集はある程度限定されることになる。 また， 筆者もその編者の一人であ
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るr首都圏女子大生のキャンパスことば一横浜・ フェリス女学院大学-1998J (馬瀬・
中東・小西1998)では， フェリスキャンパス内で用いられる語のほか， 一般によく知
られている箆であっても， キャンパス内で使われ， 学生生活のある一面を物鍔ってい
るような詰までも採録の対象とされている。さらに，山崎氏による『宮山国際大学キャ
ンパスことば待:!J!!.jには2言山方言や北陸方脅まで採録語家に考委がっている。
「キャンパスことぱ」を比較的別織に定義したものに， 米川(1997) r若者ことば
辞典J (東京堂出版)がある。 それによると， rキャンパスことば」は次のように定殺
される(以下， 一都要約)。
官骨Ma-a 生ば学と
、』
ぱの と人 こ会 スば社パと
性
ンこ男ヤLいキO若，EE・E・-E，、EE--E，‘‘
E
ロ
3・
"
者若
「キャンパスことば」とは， 一般に大学生がキャンパスで使用する学校に関する
ことば。 「学生活Jはキャンパスことばよりも広い概念で. キャンパス外でも，
また学校に関すること以外についても笛う学生・生徒時代のことばである。
(p.240) 
米川氏の定義によると， 「キャンパスことば」とは若者諮の下位分類であり，「一般
に大学生がキャンパスで使用する学校に関することば」 とされている。 この定義は.
いわば狭義の「キャンパスことば」であると言える。 しかし， この意味で「キャンパ
スことば」を用いているものは非常に少なく， その多くが， キャンパス内外を問わず，
学校に関係のないことばであっても大今生が使うことばであれば採録の対象となって
いる。 つまり， 米)11氏の言うr学生務Jの意味で「キャンパスこと1;むという語が使
われている場合が多い。
なお， 米川氏の定義による， いわば狭義のrキャンパスことば」に骸当するものは
非常に少ないのだが， 例えば， 藤本氏によるfICUキャンパス音楽資料J (1995)が
この定義に近いもののーっとして挙げられるだろう。 ここには. ICUの中でしか通じ
ないような独特なfICUことば」がたくさん掲載されており， 外来賠ゃ終結に幽来す
ることばが非常に多く， 採録語黛やその造語法などからfrcuらしさ」を感じること
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ができる。
以上のように「キャンパスことば Jの捉え方は編・著者によってかなり異なってお
り， 採録詩集も辞典・詩集集ごとに相当違う。 また， 辞典内にその辞典なりの「キャ
ンパスことば」の定義が掲げられていても， その定義が漠然としていたり， 定義に当
てはまらない語が採録されている場合も多いなど， 問題点は多い。
4. r学生語」から「キャンパスことば」へ
「キャンパスことば」研究は若者語研究のーっとして注目を集めたわけだが， 学生
のことばに関する研究は以前からあった。 いわゆる集団誇としての「学生語J， つま
りr学生スランク〉の研究である。 渡辺 (1981)はスラングを以下のように定義する。
スラングとは， 次の二つの機能に重点を置いた集団諾のことである。
(1) 集団の成員がそれをつくって楽しむ。 さらに成長同士がそれを使って楽し
む。 つまり集団の成員にとって， スラングには， つくる， そして使うという
遊びの機能がある。(ことば遊びの機能)
(2) 集団の成員ffilこlごがそれを使って， 相互の逮帯感や貌愛感， 仲間意識や同類
意識を確認し， 強化しあう。 つまりスラングには， 集団の成員同士の心理的
な結合を強化する機能がある。(心理的結合強化の機能)
(p.179) 
こうした特徴を持った学生語として， 例えば， 柴悶(1978) は!日制第一高等学校の
寄宿舎で使われていた学生諾を，鈴木 (1957)は東大駒場寮の学生スラング， 馬瀬(20 03)
は長野県松本市にあった旧制松本高等学校で使用されていた「松高ことば」を， 矢野
(1994)は石川県金沢市にあった18制第四高等学校の学生語を取り上げている。 なお，
明治から平成にわたる学生誇の歴史的変遷については米川(1998)が詳しい。
では， 今から 40 -50 年前の大学生はどのようなことばを使っていたのか。 一例とし
て， 東大駒場繁の男子学生の学生語と， I日書IJ第四高等学校の学生語を紹介する。
(1)東大駒場寮の学生諾 (鈴木 (1957)より)
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がくる・・・「学る」。 勉強する。
フラレタリアート・・・失恋ばかりする男。
ボリュームリッヒ・・-太っている 女性を形容する話。
メチローゼ・・・男が女の子に夢中になっている状態。
「がくる」とは， 「学J をラ行五段活用させたもの。「フラレタリアートJはドイツ
語の「プロレタリアート (Proletariat)J をもじったもの。「ボリュームリッヒ」とは，
英語の “volumc" にドイツ諾の形容詞接尾辞“ーlich" を接続させた造語。「メチロー
ゼ」 とは， ドイツ諾“Mädchen"に由来する「女の子」を意味する学生誇「メチJ ( rメッ
チェンJとも言う)と， ドイツ訟の「ノイローゼ (Neurose)J による造語である。
(2) I日制第四高等学校の学生諾 ( 矢野 ( 1994)より)
「六ちゃん(吉田六郎先生)のドイツチ工(Deutschc)フライ(frei)やぞ」
「えっ， ジッヘル (sicher) か」
「おいね」
「えつ， えつ， ガンツ (ganz)ええぞ」
「ドイツチェ (Deutsche)Jは「ドイツ語の授業J . rフライ (Irei)J は「休講」を
表し， 「ジッヘル(sicher)J は「硲実にJ. rガンツ (ganz)J は「すごく」の意で，
いずれもドイツ諾からの借用語である。 なお， 「おいね」 とは加賀方言で肯定の応答
を表す「はい」の意。「えつ」は「悦に入るJ が語源のようで， 喜びを表す場合に使
用されていたと言う。 なお， 矢野氏のものは単誌の羅列ではなく， 会話形式で軍事かれ
た箇所を抜粋したのだが， 用例を示すことにより， 当時の金沢方言や， 実際に学生語
がどのように使われていたのかがよく分かり， よりいっそう当時の学生の雰閉気が伝
わってくる。
東大駒場寮や旧制第四高等学校などで使用されていたかつての学生認は， 造語法の
おもしろさや， 授業や勉強に関する語や恋愛に関する語が多い点など， 請の意味分野
の観点から見れば現代のキャンパスことばと共通するところが多い。 しかし， 現代の
キャンパスことばと比べて大きく違う点のーっとして， かつての学生諸にはドイツ語
からの借用語が非常に多いことが挙げられる。 これには， 旧制高等学校では外国語偏
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重教育が行われており， 第一外国語あるいは第二外国語としてドイツ務を勉強する学
生が多かったことが大きく関係している。 また， 旧制高校に入れる人はごくわずかな
いわばエリートであり， 日常生活においてこうした借用認を使うことが， 彼らにとっ
てはエリートの象徴であり， そうすることにより彼らの特権階級意識を表していたと
言われている。 つまり， 当時の学生誇というのは数|浪られた 「学生」という社会集団
の中で， 仲間内でのみ理解され， 使われるという隠語的要素が非常に強かったと言え
る。 なお， 旧制高校は全国に散らばっていたため地域差があったとは言-うものの， か
なり全国に共通して使われでいたものが多かったようである。 地域は違っても， 同じ
ような年紛で， 同じような社会的階級に属し， 同じような教育を受けた「学生J とい
う社会的集団において， 言策の共通性が見られるという点で非常に興味深い。
このような r学生諸Jの研究は， 時を経て， 現在の「キャンパスことば」研究へと
受け継がれた。「学生語Jにしろfキャンパスことば」にしろ， 研究対象としている
のは大学生が仲間内で使用することばであり， その意味においてはなんら違いはなく，
両者を言い分ける必要もない。 だが， 例えば先に見たような旧制高等学校の「学生語u
と現代大学生の「キャンパスことば」を比較すると， 両者の間にはかなり質的な遠い
があるように思われる。
旧制J高校等で使われていたかつての「学生語」は文字通り， 学生の聞でのみ使用さ
れた学生専用のことばであり， また， 波辺氏がスラングの機能として挙げた「ことば
遊びの機能」も「心理的結 合強化の機能」も十分備えていると言えるだろう。 しかし，
現代大学生の「キャンパスことぱ」を考えた場合， ここには大学生専用のことばもあ
るかもしれないが， その多くが学生に限らず， 中高生， 社会人も含め， 若者世代であ
れば通用するようなことばであり， r若者語」 と重なる部分がかなり多いのである。
そして， スラングとしての機能を考えた場合，「ことば遊びの機能Jは十分あると想、
われるが，「心理的結合強化の機能」はどの程度あるだろうか。近年， 進学率が上昇し，
大学という高等教育機関が大衆に開放されている現代社会において， かつての学生諸
に見られたような「心理的結合強化の機能」 は簿らぎ， 「ことば遊ひ命の機能J がより
強くなっていると思われるのであるω。 つまり， 現代大学生の使う rキャンパスこと
ばJには， 大学生であるという集団意識を強める働きはそれほどなく， ことば遊びを
楽しむ働きのほうが大きく， 「学生諸」という集団語的性質よりも若者語的性質のほ
うが際立っていると言えるのではないだろうか。
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こうした質的な迷いを明示するために， 「キャンパスことlむという新しい名称を
使用することは有効であるかもしれない。「学生詩Jと言うよりも「キャンパスことば」
のほうが外来語を使っているためか， 新鮮で若々しく， 現代らしい響きも感じられる。
5. これからのキャンパスことば、研究に向けて
これまでのキャンパスことば研究は「学生誇Jの延長として， 主に集団語研究とし
て， 俗語 ( スラング)研袋として， あるいは流行語や若者語研究の視点から行われて
きた。 しかし， そのような視点から集められたこれまでの「キャンパスことば Jには，
個人によって使用頻度にかなり偏りの見られる語や一過性の強い流行語が多く， かつ
ての学生誇研究とは異なり， ことばの総体から， その使用者である現代大学生の生活
や社会， あるいは時代背景などを思い浮かべることは難しい。
先に指摘した現代大学生の「キャンパスことば」の特徴から考えると， これからの
キャンパスことは研究においては， 従来の集団語研究という視点からだけではなく，
もっと広仁社会とのかかわりからことばを観察する社会言語学的なアプローチへと
発展させる必要があるのではないだろうか。例えば拙著 (2002) b"現代キャンパスこ
とば辞典一関山大学編ー.JI (吉備人出版)では， 岡山大学の学生である 「岡大生J の
問でのみ使用される語だけでなく， 岡大生の日常生活に大きく関わり， 彼らの生活ーを
語る上で必要な語であれば， 大学生以外の若者世代や一般にも知られている語であっ
ても採録の対象とし， 収集したことばの総体から学生たちの暮らす社会や生活の機子，
現代大学生の言語生活が分かるよう， 単に語を並べるだけでなく， 収集された訟が岡
大生の生活や彼等を取り巻く社会とどのようにかかわり， 実際の会話でどのように使
用されているのかを記述した。
これまで多くの「キャンパスことば辞典」が編纂されたとは言うものの， 単なる語
議集に留まっているものが多く， その分析に至っているものは数少ない。今後は， 諾
の収集および情報の更新だけでなく. 各大学で使用されるキャンパスことばにはどの
ような特徴があるのか， 言語学的観点、だけでなく， 社会学的・心理学的観点から， あ
るいはそれらを合わせた総合的観点から研究を進めていく必要があるだろう。
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6. おわりに
かつて， 「若者諾」や rキャンパスことIfJ などは言語研究の対・象とはされなかった，
研究対象として価値がないと恩われていた時代があった。今でもそういう風潮はある
が， 時代は変わり， 今， 多くの人たちの関心を集めるに至った。 新しいことばを生み
出し， i!!:に広めるのは常に若い人たちである。 その若さこそが， 創造的な言語活動の
i療であり， 若さゆえに規範にとらわれない自由な発想を可能にする。 若い人たちのこ
とばが言語研究の対象としての地位を確立しつつある今， これからの言語研究を考え
る上で， キャンパスことば研究をどう位置付け， 発展させていくのかを考えていかね
ばならない。
付記 2003年 5月31日出， 第19回すっきやねん若者ことばの会 (於:高槻市立生涯学
習センター)にて講演させていただく機会を得た。本稿はその時の講演原稿が元になっ
ている。 若者ことばの会発起人である米川明彦先生 (稼花女子大学)， 小矢野哲夫先
生 (大阪外国語大学)， 都染直也先生 (甲南大学)， 高山勉先生 (京都文教中学・高等
学校)ほか， 会場よりご意見をいただいた方々にこの場を借りて御礼申し上げたい。
注
(1) ..地方大学キャンパスことl;r"として， 信州大学の沢木併栄氏より「信大キャンパスことば緋典』
を， 広島大学の潟橋撤芯氏より「広大キャンパスこと11辞典Jを現在編纂中であることを私信で伺っ
た。中錦地方にある大学:ではいくつかキャンパスことば辞典が編纂されているが長野県では初めて
の試みである。 また， 中国地方にある大学では筆者舗のr岡大キャンパスこと11j以外にキャンパ
スこと11辞典1;1:見当たらない。 以上のような;q:味でも. 上記2つのキャンパスこと1;1:辞典の絹篠t;t
意義深い。
(2)現代大学生のことばであっても. 例え11， 大学内にあるクラブやサークルなど小集団で使用され
る諮4こは��&fi性が強< . その集団に属していなければ分からない. あるいは使用することのない絡
が多く見られる。 以下に示すような岡山大学交響楽団で使用されているオーケストラ用議{中東溺
2∞I所収)や， 岡山大学水泳総で使用されている水泳部用語(中東編2003a所4�などがその例とし
て挙げられる。
①t�jLll大学交響楽節オーケストラ鱒誇
うんりき[i!I!カ] ヴェルディ序曲「巡命のカJの略。
ゆぴわu旨綴] ワーグナー「ニーベルングの指環」の略。
パトリ 「パートリーダー」の略。各主要楽祭苦手(パート}リーダ一。
円，，内4
コンマス 「コンサートマスター」の略。
②岡大水泳部用符
こんけい[i:昆継1 f400mメドレーリレー」のgJj名。f4浪継」の略。
1%ーけー f80()mフリーリレー」の別名。f8継J (はちけい)とも。
ドルひら[ドル平] 足lまドルフインキァク， 手は平泳ぎで泳ぐ泳法。
エンデュランス 持久力トレーニング。
なお. ここに示した「オーケストラ用務」には岡山大学外の管弦楽聞のほか， 吹奏楽団， 合格
団など音楽関係者にも共通して使われている誇があり， 同様に 「岡大水泳線用語」の中にも他大
学の水泳部や. 陸上部やポート部などスポーツ関係者にも共通して使われている語があると言う。
つまり. これらは岡山大学内ではあるサークル ・クラブという集団内で使用される給であると問
時に， 大学という枠を縫え. 音楽祭界あるいはスポーツ業界という集団内で使用される訟でもある。
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